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Although the photoelastic coating technique has recently been put to 
practical use in the measurement of surface strain on structures， dynamical 
and optical properties of the materials used for photoelastic coating have never 
been studied sufficiently. This paper describes chiefly the photoelastic charac-
teritics of the coating which consists of rnodified epoxy resins. In our experi-
ment， some samples of modified epoxy resins were prepared from the epoxy 
resin prepolyrner (Araldite type D， Ciba Ltd.) and polysulfide prepolymer 
(thiokol LP・3)，and their weight ratios were selected in the following steps， 
i. e. 80: 20， 60:40 and 40:60， and diethylene triarnin was added as a reaction 
promoter 10箔 inweight to the epoxy resin. Each sample was pretreated at 
600C for 20 hrs. Young's modulus E of the samplcs was rn王asuredby the axial 
tention tests， and simultaneausly photoelastic sessitivi1.y d and strain sensiti-
vity f3 were observed by a circular polariscope. From the experiment， itwas 
recognized that the magnitudes of the E， d and ft of those samples had 
remained nearly constant during the elapsed time， however， that they were 

























樹脂は Iepoxy pr，ゆoly胸 r(Araldite Casti仰 Resin
Type D， Chiba Ltd.) と polysulfidepre.ρolymer 
2 
(Thiokol LP-3， Thiokol Chem. Ltd.) に脱化斉IJとし
て diethylenetriamine (DT A)を配令したものであ
る2)。φoxy と ρolysulfideの重量配今比はそれぞ































































をそれぞれ 01，02および ε1，句とし，ポアソン比 式(5)の第一項はエネルギー弾性を，第二項はエントロ
および縦弾性係数をそれぞれ νおよび Eで表わし， ピー弾性を表わす。
とれに対応する応力を測定しようとする物体(以後こ 三次元網状ポリマーにおいてガラス状領域では，
の物体を下地材料とよぷ乙ととする)の各値をダッシ 〈δojuT)zく 0，(θUjal)T> 0が知られている。 この
をつけて表わすものとする。皮艇がフックの法則に従 ような領域では内部エネルギーの応力への寄与が主た
うものとすれば
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で定義すると，
ε'εr N1+V 
1--"2-= da--E- . (3) 
るものと考えられる4)0
一方単軸引張下の理想ゴム弾性では縦弾性係数E，













乙乙 ~L N およびdは縞次数および光路長である。皮 鎖数，ポJレツマン定数，波長および無応力状態での平
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凶4 光弾性ひずみ感度と経過H与問との関係
しかし時聞が経過するといくぶん硬化する性質はある の右辺の卸二項は (80 1θT)lく O であり，乙のik~度領
ょうである。 域では肉部エネノレギーの変化の応力への寄与が主たる
αについては Eの場合と同様に (80: 20)， (60: ものでガラス状と思われる針。更に300C附近以上で
40)については熱処理後約5日経過すれば安定する はEの減少は急激になり， ζの範凹はガラス転移域と
が， (40: 60)についてほ日数経過とともに減少して 思われる。 (60: 40)の200C_400Cの温度範囲も乙の
いるo sについては，いずれの濃度の場合も熱処理後 領域で， 400C以上になると前述の項は (θσ/θT)l>O




きなかった。以上の結果を総合すれば， 60oC， 20:奇 く立証されているように思われる。
閣の熱処理をほど乙せば (80: 20)， (60: 40)では力 つぎに図6，図7についても前述と同様の性質があ
学的性質，光弾性特性が安定するものと考えても差支 らわれ， (60: 40)の400C-50oCの範囲で， αは僅
えない。 かではあるが減少しており，sは-Jととなっている O
つぎに熱処理後約 2週間経過した試料について，E この乙とは式(7)および式(8)が成立する乙とも示してい
α， sと淵l度の関係を実験した結果は図 5，6及び7 る。なお (40:60)のものについては試料が軟弱で，
のようである。一般に高分子は抗度によって性質が大 ひずみ!と同自性がなく，縞次数の応力や歪に対する比
きく変るが5)，皮膜材料としてはね度の影容を受けな 例閲係の成り立つのはごく僅かの組問だけで，光弾性
いことが望ましい。まず悶5について (80: 20) の 材料としては不適当と思われるので，論議の対象とは
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